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インターバンクの声 （2015 年 10 月 28 日） 
 

今週の為替市場は、米連邦公開市場委員会（FOMC）と日銀金融政策決定会合

の開催が控えており、余程の材料が飛び出して来ない限り、そうそう相場が

一方向に突っ走ることはない。冷戦時代は遠い昔のこととなり、ましてやつ

い先日に習近平主席が訪米してオバマ大統領と会談したばかりとあって、米

イージス艦が南シナ海の南沙諸島で、中国の埋立てた人工島から１２カイリ

の海域内を航行したからといって、これが直ちに米中が紛争状態に突入する

などと考えた人は少なかったに違いない。昨日のアジア時間の午後、確かに

このニュースをきっかけにして安全資産である円買いが進んだとの見方も一

部にはあったが、これは上海株や日経平均の下落がその主な要因だったはず

だ。もっとも、国内でも弱腰と批判されていたオバマ大統領も、さすがに今

回の中国の南シナ海での横暴ぶりには行動を起こすしかなかったようで、昨

日の米国の行動が単なる牽制だったと認識するにはまだ早いかも知れない。

まず足元は米 FOMCと日銀会合が大きなイベントだが、一応久しく経験してい

ない有事のリスクにも備えておいたほうが良いだろう。 
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